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ホームページではカラーで見られます♪ 

 

今号より紙面をリニューアルし、新しいコーナーが始まります！ 

表紙では中央図書館が所蔵する貴重な資料を紹介していきます。資料保存のため、手に取って見ていただ

くことの難しい資料のうちデジタル化されたものをご紹介していければと思います。お楽しみに！ 

中面は「図書館でめぐる高崎のロケ地」。 

街中で大きな撮影機材を持った人たちを見かけたことはありませんか？何年か前には中央図書館の入った

建物でも某ドラマの撮影があったりしましたね。そんなドラマや映画の撮影を支える人たちの知る撮影の裏

側とともに、図書館にある DVD 作品や原作をご紹介していきます！ 

高崎市立中央図書館のお知らせ 

楽しいコーナー

目白押し！ 



2. 候補地の提案 

ロケ場所によっては使用申請が必要 

だったり、その地域に住む方などに 

説明に伺ったりします。 

エキストラ募集、ロケ弁や宿泊場所のサポートと

いったものもＦＣが窓口となって対応します。 

意外と大変なのは駐車場の確保です。映画撮影で

はキャスト・スタッフなどで１００名を超える人数

が集まることもあります。それだけの人が乗ってく

る車や撮影機材を積んだワゴン車やトラックを“ど

こに停めておくか”、現場近くに機材を下ろす時間を

指定したり、誘導棒を持って車両の誘導をしたり、

と気を使いました。 

図書館で巡る高崎ロケ地 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影には施設や民家をお借りすることも多いの

で、ＦＣスタッフは必ず撮影現場に立ち会いをし

て、借用場所を傷つけないよう制作者や各撮影担

当者に注意を促します。 

〝地元を守りながら撮影支援を行う″というの

がＦＣの定義だといえます。 

撮影に協力していただいた地元の方から「楽し

かった！」「別の作品でも協力するよ！」 

なんて言っていただいた 

日にはやって良かったと 

達成感を感じられる瞬間 

でもありました。 

高崎市でＦＣ事業を実施していた理由について、一つ目はＰＲ効果と経済効果です。地域が映像として流れることの

ＰＲ効果はとても大きなものです。さらに、多くのスタッフが高崎で撮影し、ロケ弁を注文し、宿泊するとなれば経済

的な効果も大変大きなものとなります。 

二つ目に〝地域の魅力の再発見″という事にも力を入れていました。普段何気なく通っている道や見ている風景で

も、映像を通して見ることでとても魅力的に見えたり、違った視点で見えたりします。映像を通して地域の魅力を再発

見し、地元に誇りを持ってもらうといったことも大きな目的と 

していました。 

また、高崎市が全国に誇る“高崎だるま”も撮影支援には欠か 

せないものでした。高崎で作品の撮影初日を迎える時などには、 

大きなだるまを用意して監督や主役の方々に撮影の無事とヒット 

祈願の“眼入れ”を行ってもらうこともありました。さらに、撮 

影現場には必ずパステルカラーの高崎だるまを持って行き「縁起 

物なので」と監督やキャストの方々にプレゼントしていました。 

後日、キャストの方がＳＮＳで「高崎で撮影中。だるまもらいま 

した～」という投稿を見た日にはうれしくなったものです。 

高崎市は、映像制作会社が多い首都圏からのアクセスも良く、高崎映画祭の実績に基づく業界関係者への『映画の街』

としての訴求効果が高いこと、さまざまな設定で撮影できる雰囲気が各地に点在していることなどから映像関係者の間

では評判が良く、他の地域のＦＣが積極的な誘致活動を行うなか、高崎ＦＣは誘致活動を全く行っていないにも関わら

ず撮影依頼が無くなることはありません。それだけ撮影に関して有利な地域なのだと思います。 

令和になった現在も、年間の撮影相談件数は２００件以上、うち撮影に至る作品が約６０件と県内では圧倒的に多く、

全国でもトップクラスの実績を重ねています。  

                          次回より、高崎市内で撮影され、図書館でも原作やＤＶＤな

どの映像資料を所蔵する作品を、撮影時のエピソードなどと合

わせてご紹介していきます。図書館の所蔵資料をきっかけに、

高崎で生まれた名作や大作のロケ地を巡ってみてはいかがで

しょうか。 

図書館では今後紹介する作品以外にも高崎市内がロケ地と

なった視聴覚資料や、原作である図書資料も数多く所蔵してお

りますので是非ご覧ください。 

 

撮影にご協力いただける 

古い街並みを探しています。 

１. 制作会社からメールや電話で問い合わせ 

エキストラ１,０００人規模

の撮影をしたいのですが。 

 

 
 

 

 

市内で制作者のイメージに

合いそうな“候補地”を提案し

ます。候補地選びはＦＣスタッ

フのセンスが問われます。 

ここでイメージに合う場所

がないと判断されると、その後

の連絡はありません。 

3. 制作者側が気になった場所を下見(ロケハン) 

制作担当者が実際に現地を下見して、写真撮影や条

件を確認し、監督に提案します。 

監督も気に入ると、監督をはじめ各部門の代表者

10 名以上で再度、下見に来ます（メインロケハン）。 

ここまでくると撮影が決まることが多いです。 

ＦＣスタッフも常にロケハンに同行し、制作者とロ

ケ地（施設管理者）の仲介として問題が起きないよう

調整を行います。 

４. 撮影までの下準備 

5. 撮影立会 

フィルム・コミッション（ＦＣ）とは・・・ 

ロケ誘致から始まり、撮影地の提案・許可申請・エキストラ手配・食事や宿泊地の紹介・ 

現場立会など、撮影がスムーズに進むよう支援を行う団体です。 

高崎ＦＣの設立は平成１４年１２月。その後１１年間は高崎市の組織として担当を置き、 

職員が撮影支援を行っていました。平成２６年４月以降、特定非営利活動法人たかさき 

コミュニティシネマに業務移管され、現在も多くの作品の支援に携わっています。 

 皆さんは「高崎フィルム・コミッション（ＦＣ）」の活動をご存じでしょうか？ 

高崎市内で映画やドラマなどの話題作や大作など数多くの作品の撮影を支援しており、今まで

の支援作品は高崎フィルム・コミッションのＳＮＳやホームページなどで紹介されています。 

また、中央図書館の展示コーナーでは、定期的に支援作品の紹介を行っているほか、作品の原

作や支援作品の映像資料（ＤＶＤ）なども数多く所蔵していますので、映像に映る“高崎の魅力”

を図書館から探してみてはいかがでしょうか。 

 第1回となる今回は、フィルム・コミッションとその活動についてご紹介します。 

高崎フィルム・コミッション支援作品の 

DVD リストはこちらから確認できます⇒⇒⇒ 

展示提供：高崎フィルム・コミッション（写真：高崎市立中央図書館所蔵） 

※ 写真上は 2025 年、写真右上は 2023 年の展示コーナーの様子 

 撮影が決まるまで 

 撮影支援の効果 



 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

   
 

 

としょかん 


